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１　はじめに
1990年代以降，公共領域の課題を国家・政府
が単独で解決するのではなく，自治会・NPO
などの市民セクターや民間セクターといった多
様なアクターの参画により解決していく協働と
いう手法が主流になっている。小川（2019）は，
協働プロセスの推進要因を考察するため，協働
研究の先進地であるアメリカで近年発表された
協働に関する文献（88本）を系統的レビューし，
その結果を踏まえて，Ansell & Gashが2008年
に構築した「協働ガバナンスモデル」（Ansell 
& Gash（2008：550））を精緻化した。本論文
では，その精緻化された部分の妥当性を日本の
事例である亀岡カーボンマイナスプロジェクト
と池袋モンパルナス回遊美術館の事例を用いて
検証するとともに，事例研究により協働の留意
点を導出することを目的とする。なお，精緻化
前の協働ガバナンスモデルの構成要素の妥当性
については，様々な文献で検証されているため，
本論文では検証の対象としない。
第２節で協働ガバナンスモデルの概要と小川
（2019）による精緻化の内容を示した後，第３
節で研究方法を提示し，第４節で事例概要，第
５節で事例の分析結果を示す。最後に第６節で
総括する。
２　協働ガバナンスモデルとその精緻化
（1）協働ガバナンスモデル（2008）
2008年にAnsell & Gashが，様々な分野（公
共衛生，教育，社会保障，国際関係，自然資源等）
における行政と市民セクターの協働に関する事
例（137事例）を逐次比較法 1 によりメタ分析し，
１ ①  いくつかの事例から最初のモデルを構築，② 
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2協働を推進する共通の変数とその因果関係を導
出，それらをつなぎ合わせ，「協働ガバナンス」
の一般的・標準的モデルを構築した。
（2）精緻化された協働ガバナンスモデル（2019）
小川（2019）は，協働ガバナンスモデル発表
後（すなわち，2009年以降）にアメリカで発表
された文献（88本）を系統的レビューし，そこ
から協働プロセスの推進要因を抽出して，同モ
それを他の事例にあてはめ，適合するかをテスト，
③  適合しない場合，最初のモデルを両方に適合
するよう修正，④  ①～③を繰り返し，より多く
の事例が適合するモデルへと発展させる手法。
デルを精緻化・更新した（図１）。図１の下線
部分が，小川（2019）が追加した（精緻化した）
箇所である。以下，小川（2019）が追加した箇
所について説明する 2 。
開始時の状態
開始時の状態については，過去の協力／敵対
の経緯により，協働開始前から（信頼関係だけ
でなく）共通理解が醸成されているという研究
結果を踏まえ，「・共通理解」を追加している。
２ Ansell & Gashの協働ガバナンスモデルの構成要
素の説明については，小川（2019：2-5）を参照。
図１：精緻化された協働ガバナンスモデル
　　出所：小川（2019）
出所：小川（2019）
開始時の状態
力／資源／知識の
非対称性
参加への
動機／制約
過去の協力／敵対
の経緯
（開始時の信頼度・共通理解）
協働プロセス
信頼構築
・（協働当初）十分な時間の確保
・ｵｰﾌﾟﾝﾏｲﾝﾄﾞ、応答的、迅速
プロセスへのコミットメント
・相互依存性に対するお互いの認識
・プロセスへの当事者意識の共有
・相互利益の探求への積極性
－自身の選好を調整する意思
・法的な権能、財政的なインセンティブ
共通理解
・明確なミッション
・共通の目標・課題の設定
・共通の価値の特定
中間成果
・“スモール・ウィン”
－ソーシャルキャピタルの醸成
－協働能力・実施能力の獲得
－知識獲得 → 信念の変化
・戦略計画
・成果の発見
対話
・誠実な交渉、双方向のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
成果
制度設計 ・参加の包括性
－利害のある個人・グループの代表を完全に包括
－多様な参加者を確保
－革新資産を有する参加者を確保
－高い教育レベル、スキル、資源を有する参加者を確保
－参加者数の適切な管理（協働当初は人数を制限）
・フォーラムの排他性
・明確な基本原則（手続・意思決定の公平性、個人の裁量）
・プロセスの透明性
・行政によるモニタリング
リーダーシップ
（エンパワメントを含む）
水平的なネットワーク構築
・政策パフォーマンスの向上
・公平な資源の分配
・継続的な統合的リーダーシップ
・運営制度を参加者に遵守させる
熟議
・構造化された真の熟議
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協働プロセス
協働のプロセスについては，信頼構築の細目
（推進要因）として，協働当初において信頼構
築に十分な時間をかけることが参加者間の信頼
関係の構築に重要であるという研究結果を踏ま
え，「（協働当初）十分な時間の確保」を追加し
ている。また，信頼関係構築に向けて重要であ
るとされた「オープンマインド」，「応答的」，「迅
速」なコミュニケーションを追加している。さ
らには，信頼構築は，プロセスへのコミットメ
ントだけでなく，共通理解，水平的なネットワー
ク構築，中間成果のどれにとっても重要な要因
であるという研究結果を踏まえて，信頼構築か
らの→を（プロセスへのコミットメントだけで
なく）共通理解，水平的なネットワーク構築，
中間成果それぞれに繋げている。
プロセスへのコミットメントの細目として，
「法的な権能」，「財政的なインセンティブ」を
追加しているほか，相互利益の探求のためには
「自身の選好を調整する意思」が重要であるこ
とを追加している。
共通理解の細目として，ミッションや課題，
価値について参加者間で共通理解をもつだけで
はなく，参加者間で「共通の目標」を設定する
ことが重要であることを追加している。また，
共通理解は水平的なネットワークの構築を促す
ため，共通理解の下に「水平的なネットワーク
構築」という構成要素を新たに追加している。
中間成果の細目として，スモール・ウィンを
特定しており，具体的には，「ソーシャル・キャ
ピタルの醸成」，「協働能力・実施能力の獲得」，
「知識獲得→信念の変化」を追加している。
対話の細目として，「双方向のコミュニケー
ション」を追加している。
制度設計
制度設計については，参加の包括性をより具
体的に説明しており，「利害のある個人・グルー
プの代表を完全に包括」すること，「多様な参
加者を確保」すること，「革新資産を有する参
加者を確保」すること，「高い教育レベル，ス
キル，資源を有する参加者を確保」すること，
参加者数を適切に管理し，協働当初は人数を絞
りこんだ方がよいという研究結果を踏まえて，
「参加者数の適切な管理（協働当初は人数を制
限）」を追加している。また，明確な基本原則
をより具体的に説明しており，「手続・意思決
定の公平性」，「個人の裁量」の重要性を追加し
ている。さらには，「行政によるモニタリング」
が重要であることも追加している。
リーダーシップ
リーダーシップについては，どのようなリー
ダーシップが求められるのか，その具体的役割
を明記しており，「継続的な統合的リーダーシッ
プ」，「運営制度を参加者に遵守させる」を細目
として追加している。
熟議
協働プロセスのどの場面においても，熟議の
重要性に言及している研究が多かったことか
ら，「熟議」という構成要素を新たに追加し，
協働プロセスのあらゆる局面に→を繋げた上
で，「構造化された真の熟議」という細目を追
加している。
成果
最後に，成果については，具体的な成果，考
慮すべき点を明記しており，「政策パフォーマ
4ンスの向上」と「公平な資源の分配」を細目と
して追加している。
３　研究方法
本論文では，協働ガバナンスモデルの精緻化
された部分の妥当性を検証するため，Bentrup
（2001）3 を参考に事例研究を行う。異なる背景・
場所等におけるモデルの適用性を評価するた
め，複数事例を取り上げることとする。選定す
る事例の基準は，①行政と市民セクターを含む
多様な主体によるボランティアベースの協働で
あること，②協働開始から数年経過しており，
一定の成果を残していることを条件として，文
献調査，インターネット調査を行い，結果とし
て，亀岡カーボンマイナスプロジェクトと池袋
モンパルナス回遊美術館の事例を選定した。
上記２つの事例について，様々な文献，WEB
ページ，新聞記事等で調査をした後，亀岡カー
ボンマイナスプロジェクトについては，2019年
４月18日に協働リーダーである亀岡市の田中秀
門生涯学習部長に対し，池袋モンパルナス回遊
美術館の事例については，2019年６月15日に豊
島区の尾崎宏美係長，同年７月12日に協働リー
ダーであるNPOゼファー池袋まちづくり（以下
「NPOゼファー」という）の小林俊史理事長に
対し，それぞれ２時間程度インタビューを行っ
た。インタビューの質問項目は，事業概要・目
標，参加者の人数・属性等の基礎的情報に加え
て，参加者間で信頼構築した方法など，精緻化
した協働ガバナンスモデルの追加要素を検証す
３ Bentrup（2001）は，Selin & Chavezが構築した
協働のプロセスモデルの適用可能性を異なる背
景・場所等における複数の事例により検証して
いる。
るための質問をたずねた。
協働ガバナンスモデルの精緻化された部分
が，（異なる背景・場所等における）両方の事
例におけるインタビュー等において，共通して
（プロセスの一部として）導出された場合，モ
デルの妥当性が高いと判断する。また，協働の
留意点については，協働を推進するために重要
な点として，インタビュイーから何度も強調（少
なくとも５回以上言及）された点を留意点とし
て導出している。
４　事例の概要
（1）亀岡カーボンマイナスプロジェクト
背景・契機
地球温暖化防止を目指す「京都議定書」採択
の舞台となった京都市に隣接する亀岡市では，
2001年１月に「第３次亀岡市総合計画」を策定
し，「環境にやさしく，安全で美しいまちづくり」
を目標の１つとして，地球環境に負荷をかけな
い資源循環型社会の構築に取り組んできた。ま
た，2000年４月に制定した亀岡市環境基本条例
に基づき，2002年３月には，快適な環境の保全
及び創造に向けた施策の具体化と総合的かつ計
画的な推進を図るための環境総合計画として
「亀岡市環境基本計画」を策定し，新エネルギー
の利用促進，省エネルギーの推進，推進体制の
構築等を重点施策に位置づけて，取り組みを進
めてきた。
一方で，京都府内最大級の約2,300haの農地
を有する亀岡市では，農業の担い手不足及び高
齢化が進行する中で，2005年６月に府内最大級
の農業法人である「農事組合法人ほづ」が設立
され，圃場整備の際に農業を継続できない農業
者との交渉により農地を一本化して農業団地を
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整備するなど，農地の集積が進められてきた。
豊富な木質バイオマス資源，広大な実証実験
用農地，府内最大級の農業法人を有し，かつ京
阪神都市圏とのアクセスに優れていることに着
目した立命館大学及び龍谷大学からの事業提案
をきっかけに，亀岡市保津町をフィールドとし
て，大学・研究機関，農業関係者，市民，企業，
行政等多様な主体の連携により温室効果ガス削
減及び農業活性化・地域活性化を目指す「亀岡
カーボンマイナスプロジェクト」が始動した。
事業内容
亀岡カーボンマイナスプロジェクトとは，未
利用バイオマス（未利用竹端材，食品残差等）
からつくられた炭を牛糞堆肥に混ぜて農地に散
布し，二酸化炭素を土の中に入れて隔離＝排出
削減（農地炭素貯留農法）するというプロジェ
クトである。炭を埋めることによって隔離され
た分が排出権取引枠（資金）として都市から農
業地域に流入するとともに，CSR（企業の社会
的責任）を重視する企業から協賛金を獲得する。
また，この炭素肥をつくった二酸化炭素削
減農法で栽培された地球に優しい農産物を
「COOLVEGE」（クルベジ・地球を冷やす野菜，
かっこいい野菜）としてブランド化，高付加価
値化を図ることで安定的な農業経営による農山
村活性化を目指す。
さらには，小学校等での食育，環境教育とも
連動させる横断的・総合的な地域政策モデル，
壮大な社会システムの構築を図っている。
主な参加者・役割分担
このプロジェクトの推進にあたっては，立命
館大学，龍谷大学，京都学園大学，（財）亀岡
市農業公社，そして実証実験農地を提供してい
る農事組合法人ほづがプラットフォーム（「保
津カーボンマイナス協議会」と「ほづ竹林整備
協議会」）を形成し，それぞれの役割分担をもっ
てプロジェクトが進んでいる。
また，亀岡市は，企画政策課，市民協働課，
農政課，教育委員会，学校給食センターなど，
関係部署が連携し，大学や地域住民等多くのア
クターが関わるプロジェクトがうまく循環する
ためにリエゾン機能，コーディネーターの役割
を担っている。
（2）池袋モンパルナス回遊美術館
背景・契機
昭和初期から戦後にかけて，多くの芸術家が
移り住み，創作活動を行い，芸術の街として輝
きを放った池袋西口周辺を「池袋モンパルナス」
と呼んでいた。池袋モンパルナスという地域の
文化資源の継承と発展のため，豊島区・高野之
夫区長，立教大学・押見輝男総長（当時），株
式会社東武百貨店（以下，「東武百貨店」とい
う。）・根津公一代表取締役社長（当時），NPO
ゼファー・齊木勝好理事長（当時）が会食を行
い，その場で上記４団体が発起人となって池袋
モンパルナス回遊美術館事業を始めることが話
し合われた。
事業内容
池袋モンパルナス回遊美術館とは，「街のど
こもが美術館」をコンセプトに，かつて池袋モ
ンパルナスと呼ばれた池袋西口から長崎，千早
地域，さらに区役所本庁舎など池袋全体のさま
ざまな会場で，子どもから大人までが街なかで
アートに親しむことができる展示，講演会，ワー
6クショップなどの60にも及ぶアート企画を実施
することで街全体を美術館にし，ひいては，区
民の文化創造を推進する事業である。
池袋西口を４つのエリアに分け，Sky areaで
は，全国450名の中から，美術界のトップランナー
を中心とする「池袋アートギャザリング」審査
員が選抜した精鋭アーティストによる美術展，
Green areaでは，池袋のギャラリーや公共施設，
店舗などでの学生や子どもたちの作品展示など，
Rose areaでは，池袋モンパルナスと呼ばれた当
時の作家の作品展示など，Violet areaでは，アー
トに親しむワークショップや謎解きチャレンジ，
街歩きツアーガイドなど，アート体験できる企
画が催されている。開催時期は５月中旬から２
週間程度で，2019年度で第14回目を迎える。
主な参加者・役割分担
発起人４団体である豊島区，立教大学，東武
百貨店，NPOゼファーに加えて，東京芸術劇場，
交通事業者（東京地下鉄株式会社，東武鉄道株
式会社，東日本旅客鉄道株式会社），地域団体
（商店街連合会，商工会議所，町会等），豊島区
観光協会，ギャラリー，事業所等が実行委員会
（月１回実施・委員長：NPOゼファー小林俊史
理事長）を組織し，それぞれが強みを活かして
事業を行っている。
５　事例分析の結果
（1）開始時の状態
開始時の状態における追加部分は，「・共通
理解」である。
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「・共通理解」
亀岡市，市民
・亀岡市は，2008年３月
に，世界レベルでの安全・
安心のまちづくり推進自
治体として，日本で初め
て「セーフコミュニティ
認証」をWHOCC（世界
保健機関セーフコミュニ
ティ協働センター）から
受けるなど，市民が力を
合わせ，協働のまちづく
りを進めるという土壌（留
意点①）が既に存在した。
インタビュー
（田中部長）
亀岡市，立命
館大学・京都
学園大学・龍
谷大学
・協働リーダーである亀
岡市市民協働課の田中秀
門副課長兼係長（当時
（2019年４月１日時点で
生涯学習部長） ）は，自
身でいくつかのNPOに
（設立も含めて）関与し
ており，地域における
ネットワークを既に有し
ていたほか，それまでの
業務の中で大学連携に従
事した経験があり，立命
館大学・龍谷大学等の研
究者と同プロジェクト開
始前から人間関係が構築
されていた上，亀岡市の
方針である二酸化炭素削
減に向けた考え等を共有
していた。
インタビュー
（田中部長）
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「・共通理解」
豊島区，NPO
ゼファー
・NPOゼファーの小林
理事長は，当時豊島区議
を務めており，モンパル
ナスを活用した街づくり
について区議会で区長に
対して提案していた。
インタビュー
（小林理事長）
豊島区，立教
大学，東武百
貨店，NPOゼ
ファー
・立教大学主催の文化
フォーラムで資生堂の著
名な講演者がモンパルナ
スに言及し，それを発起
人４団体が聴講するな
ど，モンパルナスに関す
る価値観は事前に共有し
ていた。
インタビュー
（小林理事長）
豊島区，立教
大学，東武百
貨店，NPOゼ
ファー
・前述のとおり，立教
大学・押見総長，豊島
区・高野区長，NPOゼ
ファー・冴木理事長，東
武百貨店・根津社長（肩
書は当時）が会食し，モ
ンパルナスを活用した街
づくりの構想について話
し合っていた。
インタビュー
（小林理事長）
両方の事例において，過去の協力の経緯や，
元々の人脈・関係性によるやり取りを通じて，
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協働開始前から共通の土壌が精製されており，
精緻化モデルの追加部分が確認された結果と
なった。
留意点①として，地域の風土として市民が力
を合わせて協働のまちづくりを進めるという土
壌の重要性が導出された。
（2）協働プロセス
協働プロセスにおける追加部分は，以下のと
おりである。
・ 信頼構築の細目として「（協働当初）十分な
時間の確保」，「オープンマインド，応答的，
迅速」を追加
・ 信頼構築からの→をプロセスへのコミットメ
ントだけでなく，共通理解，水平的なネット
ワーク構築，中間成果に接続
・ プロセスへのコミットメントの細目として「法
的な権能，財政的なインセンティブ」を追加
・ 相互利益の探求の下に「自身の選好を調整す
る意思」を追加
・ 共通理解の細目として，「共通の目標の設定」
を追加
・ 共通理解の下に「水平的なネットワーク構築」
という構成要素を新たに追加
・ 中間成果の細目として，「ソーシャルキャピ
タルの醸成」，「協働能力・実施能力の獲得」，
「知識獲得→信念の変化」を追加
・ 対話の細目として，「双方向のコミュニケー
ション」を追加
信頼構築
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「（協働当初）
十分な時間の
確保」，「オー
プ ン マ イ ン
ド」
亀岡市，立命
館大学・京都
学園大学・龍
谷大学
・協働開始時において，
各協働参加者の役割分担
（※）について明確に合
意（留意点②）するとと
もに，協働当初から毎月
定例会を開催し，各協働
参加者が顔を合わせて本
音で議論できる場を用意
するなど，信頼構築に向
けて十分な時間をかけて
いた。
インタビュー
（田中部長）
※　亀岡市は，各協働参加者をコーディネーションする総合的な調
整機能，立命館大学地域情報研究センターと京都学園大学は，未利
用バイオマスの炭化作業と土壌埋没による影響調査，クルベジのマー
ケティング，炭素埋設量にかかる二酸化炭素排出権取引の制度設計
といった技術面での取組，龍谷大学は，クルベジを使った食育教育
と環境教育展開等のソフト面での展開や地域でのコミュニティビジ
ネスの展開，農事組合法人ほづは，圃場の管理運営と作物の栽培管
理，クルベジ育成会（クルベジ農家）は，クルベジの生産・販売（技
術の継承）という役割を担っている。
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「（協働当初）
十分な時間の
確保」，「オー
プ ン マ イ ン
ド」，「応答的」
豊島区，立教
大学，東武百
大学，東武百
貨店，NPOゼ
ファー，その
他ギャラリー
等
・各自が，それぞれの持
ち分野で何ができるか提
案し，強みを活かして実
績を残す（留意点②）こ
とで，相互の信頼関係の
構築に繋がっていった。
・毎月実行委員会を開催
し，公開の場で検討を行
うとともに，声の小さい
参加者の意見も十分採り
入れられるよう，委員会
の下に各部会を設置（希
望者は全員参加可能）し，
少人数での検討を併せて
進めた。
インタビュー
（尾崎係長）
両方の事例より，「（協働当初）十分な時間の
確保」，「オープンマインド」が信頼構築に繋が
ることは確認できたが，「応答的」については
池袋モンパルナス回遊美術館の事例でしか確認
できず，「迅速」については両方の事例で確認
できなかった。
留意点②として，各協働参加者が，それぞれ
の強み（得意分野）を活かした役割分担を明確
にし，合意することの重要性が導出された。
8プロセスへのコミットメント
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「財政的なイ
ン セ ン テ ィ
ブ」
クルベジ農家
・ 参 加 農 家 に と っ て
は，炭素肥をつかった
二酸化炭素削減農法で
栽 培 さ れ て ブ ラ ン ド
化・高付加価値化された
「COOLVEGE」 に よ り
従前より多くの収益を上
げることが可能（※１）
となり，また，地元企業
からの協賛金（※２）も
あるため，大きな励みに
なっているとともに，協
働に前向きに参加するよ
うになった。
インタビュー
（田中部長）
「自身の選好
を調整する意
思」
亀岡市，立命
館大学・京都
学園大学・龍
谷大学，農事
組 合 法 人 ほ
づ，クルベジ
農家
・協働開始当初，協働参
加者の目標は異なってい
た（ ※ ３） が， 亀 岡 市
が，全ての協働参加者が
相互にWin-Winの関係
（貸し借りの関係）を構
築（留意点③） （※４）し，
全ての参加者が何かのメ
リットを得ることができ
るよう調整を行った結
果，各参加者が自身の選
好を調整し，自身の利害・
目標だけでなく（又はそ
れを超えて）プロジェク
ト共通の利害・目標を考
えるようになった。
インタビュー
（田中部長）
その他
亀岡市，立命
館大学・京都
学園大学・龍
谷大学，農事
組 合 法 人 ほ
づ，クルベジ
農家，市民
・従前は住民が要求を出
して，行政は補助金を出
すという，垂直関係が行
政と地域との関係におい
ては当然であったが，地
域に主役として前面に出
てもらい（留意点④），
行政が全ては担わず支援
に徹したことで，地域に
とっては，単純な要求だ
けでなく，プロジェクト
に取り組む事によるメ
リットや，地域をどう変
えていこうとするのかに
ついて当事者意識を持っ
て考えるようになった。
インタビュー
（田中部長）
※１　クルベジの売り上げは，販売開始当初は，１店舗のみでの取
り扱いで，月に40万円程度の売り上げだったが，長期的に見て売り
上げは増加傾向。また，クルベジを使った地元オリジナル商品の開
発のため，町の若手グループが自発的に夜幾度となく集まり，議論
をした結果，放置柚子を商品化したジャムなどを市場で販売し，更
なる収益を得るなど，協働参加者の財政的なインセンティブがプロ
セスへのコミットメントを涵養し，更なる財政的なメリットを享受
するという好循環が見られる。
※２　大和ハウス，ブリジストン，京都銀行，サントリー等がCSR
として１社20万円ずつ協賛金を拠出。
※３　亀岡市は，条例・総合計画等に基づく資源循環型社会の構築が課
題，農業の担い手不足及び高齢化が進行する中で農村活性化が課題，
大学は，竹炭炭化と炭素貯留実験を行うための豊富な木質バイオマス
資源，広大な実証実験用農地の確保が課題，農事組合法人ほづは，
集積した農地の利活用が課題，クルベジ農家は，農産物の付加価値化，
収益向上が課題であり，それぞれの主体はそれぞれの課題を解決す
るために協働に参加した。
※４　その際のWin-Winの関係とは，協働事業の範囲を超えた広い
範囲の相互のWin-Winの関係であり，例えば，大学の協力を得るた
めに，大学の公務員志望である政策科学系学部の学生を亀岡市でイ
ンターンとして受け入れるなどである。
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「財政的なイ
ン セ ン テ ィ
ブ」
東武百貨店，
その他ギャラ
リー等
・各協働参加者が単独で
イベントを実施するより，
各自が協働し池袋モンパ
ルナス回遊美術館という
枠組みを使うことでより
大きなイベントの実施が
可能であり，PRも大々
的に行える。それにより，
普段はギャラリーに来な
い層も含めて，より多く
の来場者が西池袋を中心
とした百貨店，商店街，
ギャラリー等に来場する
こととなり，当然売上げ
の増加も見込まれる。
・イベントの中でアー
ティストの公募展を実施
しているが，賞を受賞し
たアーティストは個展を
開く権利を得ることがで
きるとともに，賞を渡す
ギャラリー側もアーティ
ストの金の卵を発掘でき
るというメリットがある。
インタビュー
（小林理事長）
その他
豊島区，立教
大学，NPOゼ
ファー等
・豊島区や社会連携部
署 を 有 す る 立 教 大 学，
街づくりを主目的とす
るNPOゼファーなどに
とって，池袋モンパルナ
ス回遊美術館を通じた地
域の活性化は，それ自体
が組織のミッションを達
成することであり，また，
個人レベルでは地域をよ
くしたい，地域の中でア
イデンティティを再確認
したいという想いを達成
（留意点④）することに
も繋がる。
インタビュー
（小林理事長）
両方の事例より，「財政的なインセンティブ」
がプロセスへのコミットメントに繋がることは
確認できたが，「法的な権能」を行政以外の協
働参加者が有する例がなかった。また，亀岡カー
ボンマイナスプロジェクトの事例より「自身の
選好を調整する意思」により，積極的に相互利
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益を探求するようにより，プロセスへのコミッ
トメントが涵養されることが確認された（池袋
モンパルナス回遊美術館の事例ではそもそも利
害の相反などが見られず，各参加者が選好を調
整する必要性がなかった）。
留意点③として，全ての参加者が相互に
Win-Winの関係（貸し借りの関係）を構築す
ることの重要性が導出された。また，留意点④
として，地域に主役として前面に出てもらい，
地域をよくしたい，地域の中でアイデンティ
ティを再確認したい，という想いを達成しても
らうことの重要性が導出された。
共通理解
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「共通の目標
の設定」
亀岡市，立命
館大学・京都
学園大学・龍
谷大学，農事
組 合 法 人 ほ
づ，クルベジ
農家
・前述のとおり，協働開
始当初，参加者の目的は
異なっていたが，亀岡市
のコーディネーションに
より各参加者が選好を
調整し，また，相互に
Win-Winの関係を構築
することにより，自身の
目標を超えたプロジェク
ト共通の目標を設定する
ようになった。
インタビュー
（田中部長）
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「共通の目標
の設定」
豊島区，立教
大学，東武百
貨店，NPOゼ
ファー，その
他ギャラリー
等
・アートを通じた街づく
り，というコンセプトの
下，池袋モンパルナスと
いう魅力的な街の歴史を
活かし，それぞれが強み
を活かして，イベントを
通じて地域全体を良くし
ていく，という目標が共
有されている。
インタビュー
（小林理事長）
両方の事例において，共通の目標が明示的又
は暗黙的に共有・設定されており，精緻化モデ
ルの追加部分が確認された結果となった。
水平的なネットワーク構築
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「 水 平 的 な
ネットワーク
構築」
クルベジ農家
・協働参加者である農業
者間のネットワークによ
る情報交換や世代間交流
があまり無かったことか
ら，亀岡市が若手農家と
熟達農家を繋げ，18名の
農家でクルベジ生産と市
場流通を目指して「亀岡
クルベジ育成会」が発足
した。
（一財）自治
総合センター
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「 水 平 的 な
ネットワーク
構築」
豊島区，立教
大学，東武百
貨店，NPOゼ
ファー，その
他ギャラリー
等
・イベント参加者であ
る，アーティスト・ギャ
ラリーと，区役所・地元
商業施設・地元大学・ま
ちづくりNPOとは，イ
ベントがなければ接点が
なかったが，イベントを
通じて有機的に連携し，
新たなネットワークを構
築できている。
インタビュー
（小林理事長）
両方の事例より，協働を通じて新たなネット
ワークが構築されており，精緻化モデルの追加
部分が確認された結果となった。
中間成果
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
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精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「ソーシャル
キャピタルの
醸成」，「協働
能力・実施能
力 の 獲 得 」，
「知識獲得→
信念の変化」
亀岡市，立命
館大学，クル
ベジ農家，㈱
マツモト（地
元スーパー）
・協働開始当初は，技術・
販売先・マーケティング
知識などがなかった新規
就農のクルベジ農家が，
協働が進むにつれて，技
術はクルベジ育成会で熟
達農家より，販売先は亀
岡市の調整により，マー
ケティング知識は立命館
大学の助けにより獲得し
ていった。
インタビュー
（田中部長）
その他 全主体
・小さくてもいいので取
組を進め，早く成果を出
していく（スモールス
テップ（留意点⑤））こ
とで，各協働参加者から
協働が有益なものだと認
識され，プロセスへのコ
ミットメントが涵養され
ていた（※）。
インタビュー
（田中部長）
※　2010年，2011年のイギリス政府による視察を初め国内外からの
視察が増加しているほか，2013年には京都炭素貯留運営委員会が環
境大臣賞を受賞するなど，亀岡市の総合的な社会システムが注目さ
れつつあり，それに伴って，協働参加者もプロジェクトに前向きに
取り組むようになってきた。
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「ソーシャル
キャピタルの
醸成」，「協働
能力・実施能
力 の 獲 得 」，
「知識獲得→
信念の変化」
アーティスト
・例えば，参加アーティ
ストの一人が，アーティ
スト仲間と一緒にイベン
トの中で謎解きクイズの
企画を実施し，会場での
展示，パンフレット配布
など実際にイベント運営
を行っている。その経験
はそれまでのアーティス
ト活動ではなかったもの
であり，協働を通じて広
げることができた能力・
知識である。
インタビュー
（小林理事長）
両方の事例より，協働参加者は新たな能力・
知識を獲得しており，精緻化モデルの追加部分
が確認された結果となった。
また，留意点⑤として，スモール・ステップ
を踏んでいくことの重要性が導出された。
対話
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「双方向のコ
ミ ュ ニ ケ ー
ション」
亀岡市，立命
館大学・京都
学園大学・龍
谷大学，農事
組合法
・前述のとおり，毎月定
例会を開催し，各協働参
加者が顔を合わせて本音
で議論できる場を用意す
るなど，一方通行ではな
く，双方向で議論できる
風通しのよい関係が構築
されている。
インタビュー
（田中部長）
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「双方向のコ
ミ ュ ニ ケ ー
ション」
豊島区，立教
大学，東武百
貨店，NPOゼ
ファー，その
他ギャラリー
等
・前述のとおり，毎月実
行委員会を開催し，公開
の場で検討を行うととも
に，声の小さい参加者の
意見も十分採り入れられ
るよう，委員会の下に各
部会を設置（希望者は参
加可能）し，少人数での
検討を併せて進めている
など，一方通行ではなく，
双方向のコミュニケー
ションを取れるような仕
組みとなっている。
インタビュー
（尾崎係長）
両方の事例より，双方向のコミュニケーショ
ンが取られており，精緻化モデルの追加部分が
確認された結果となった。
（3）制度設計
制度設計における追加部分は，以下のとおり
である。
・ 「利害のある個人・グループの代表を完全に
包括」，「多様な参加者を確保」，「革新資産を
有する参加者を確保」，「高い教育レベル，ス
キル，資源を有する参加者を確保」，「参加者
数の適切な管理（協働当初は人数を制限）」
を追加
・ 明確な基本原則の（　）部分として，「手続・
意思決定の公平性」，「個人の裁量」を追加
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・「行政によるモニタリング」を追加
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「利害のある
個人・グルー
プの代表を完
全 に 包 括 」，
「多様な参加
者を確保」
全主体
・複数の大学や企業，農
業公社や農事組合法人，
自治会をはじめとする地
域組織，亀岡市の多くの
部署，更には環境・食育
教育も含めると多くの保
育所・小中学校や学校給
食センター，JA，商工会
議所，NPO・市民団体
等が参画している。
（一財）自治
総合センター
「革新資産を
有する参加者
を確保」
全主体
・亀岡カーボンマイナス
プロジェクトは，組織横
断的・総合的な地域政策
モデル，壮大な社会シス
テムであり，それらは全
て，協働参加者の革新的
なアイディアから生まれ
ている。
インタビュー
（田中部長）
「高い教育レ
ベ ル， ス キ
ル，資源を有
する参加者を
確保」
亀岡市，立命
館大学・京都
学園大学・龍
谷大学，農事
組 合 法 人 ほ
づ，クルベジ
農家
・亀岡市や複数の大学
は，特に高い教育レベル
を有しており，熟達農家
は，高い農業スキルを有
し，それを新規就農農家
に伝承している。農事組
合法人ほづは，集積した
広大な農地（資源）を有
していた。
インタビュー
（田中部長）
「参加者数の
適 切 な 管 理
（協働当初は
人数を制限）」
全主体
・協働当初は，亀岡市と
大学，農事組合法人のみ
による二酸化炭素排出削
減の研究が主な目的の事
業だったが，ブランド農
産品の販売，食育・環境
教育，市民を巻き込んだ
地域円卓会議と少しずつ
活動の幅を広げ，それに
伴って，協働参加者も増
えていった。
インタビュー
（田中部長）
「手続・意思
決 定 の 公 平
性」
クルベジ農家
・「京都炭素貯留運営委
員会」も「クルベジ育成
会」も，行政がルールを
設定するのではなく，参
加者自身が議論してルー
ルを設定（留意点⑥）し
ており，それにより，手
続・意思決定の公平性を
担保していた。
インタビュー
（田中部長）
「個人の裁量」 全主体
・前述のとおり，各協働
参加者が所属組織を超え
たプロジェクト目標を共
有しており，それに基づ
いて，個人の裁量による
意見も示していた（所属
組織の利害を代表する意
見のみを述べていたわけ
ではなかった）。
インタビュー
（田中部長）
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「利害のある
個人・グルー
プの代表を完
全 に 包 括 」，
「多様な参加
者を確保」
全主体
・発起人である豊島区，
立教大学，東武百貨店，
NPOゼファーに加えて，
東京芸術劇場，交通事業
者，商店街連合会，地元
商業施設，区観光協会，
地元商工会議所，地元町
会，地元美術関係団体，
ギャラリー，アーティス
トなど多様な主体が参加
しており，利害のある個
人・団体は完全に包括さ
れている。
実行委員会
名簿
「革新資産を
有する参加者
を確保」
全主体
・池袋モンパルナス回遊
美術館は，アーティスト
の公募展，学生・こども
達の作品展，アート体験
できる企画などから構成
されているが，すべてが
各参加者の強みを活かし
た革新的な提案に基づい
て実施されている。
インタビュー
（尾崎係長）
「高い教育レ
ベ ル， ス キ
ル，資源を有
する参加者を
確保」
全主体
・アーティストは高い
ア ー ト ス キ ル を 有 し，
ギャラリーは展示を行う
場所の提供という資源を
有している。更に，参加
者全般において，地域を
よくしたいという強い気
持ちを有している。
インタビュー
（小林理事長）
「参加者数の
適 切 な 管 理
（協働当初は
人数を制限）」
全主体
・発起人は豊島区，立教
大学，東武百貨店， NPO
ゼファーだが，参加する
ギャラリーやアーティス
トの数は年々増加傾向に
あり，現在では池袋西口
にとどまらず，東口にも
広がっている。また，JR
東日本が近年参加者とし
て加わり，街をからめた
歩くイベントを開催する
など幅が広がってきてお
り，それに伴って，協働
参加者も増えている。
インタビュー
（尾崎係長）
「手続・意思
決 定 の 公 平
性」
全主体
・実行委員会は規約に基
づいて運営されている。
また，全体会の前に分科
会で検討し，全体会，実
行委員会で了承を受ける
仕組みを構築している。
その実行委員会は全体の
参加者に対してオープン
である。
インタビュー
（尾崎係長）
「個人の裁量」 全主体
・前述のとおり，各協働
参加者が所属組織を超え
たプロジェクト目標を共
有しており，それに基づ
いて，個人の裁量による
意見も示していた（所属
組織の利害を代表する意
見のみを述べていたわけ
ではなかった）。
インタビュー
（小林理事長）
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両方の事例より，「行政によるモニタリング」
を除いて，精緻化モデルの追加部分が確認され
た結果となった。両方の事例とも，行政が協働
の一主体として同じ目線で活動しており，一段
上からモニタリングをしているということはな
かった。
留意点⑥として，参加者自身が議論してルー
ルを設定することの重要性が導出された。
（4）リーダーシップ
リーダーシップにおける追加部分は，「継続
的な統合的リーダーシップ」，「運営制度を参加
者に遵守させる」である。
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「継続的な統
合的リーダー
シップ」
亀岡市
・亀岡カーボンマイナス
プロジェクトの参加者
は，すべてが亀岡市を媒
介として繋がった参加者
である。ネットワークの
構築は各機関単体では難
しく，亀岡市はネット
ワークの媒介になること
を求められたが，田中（当
時）副課長が有していた
ネットワークにより，各
機関・地域を繋ぎ合わせ
ることができた（※）。
インタビュー
（田中部長）
※　例えば，広大な実証実験農地を必要としていた大学と農事組合
法人ほづを繋げたり，若手農家と熟練農家を繋ぎ合わせて技術伝承
を促進したり，販売先を求めていたクルベジ農家と亀岡市の老舗スー
パーである㈱マツモトを繋げたりした。
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「継続的な統
合的リーダー
シップ」
NPOゼファー
・NPOゼファーの小林理
事長は，長期に亘り実行
委員会の委員長として，
委員会を統括している。
・小林理事長は，NPO
活動を通じたネットワー
クを有しているほか，元
豊島区議であることから
公的な会議の委員等をし
インタビュー
（小林理事長）
「継続的な統
合的リーダー
シップ」
NPOゼファー
ており，また，まちづく
りの団体をいくつも有し
ている。そのような個人
的なネットワークを活か
して，イベントへの参加
を呼び掛けるとともに，
参加個人・団体間を有機
的に繋ぎ合わせている
（参加個人・団体数は年々
増えており，参加ギャラ
リー等は（西口だけでな
く）東口にまで広がって
いる。）
インタビュー
（小林理事長）
両方の事例より，「継続的な統合的リーダー
シップ」は確認できたが，「運営制度を参加者
に遵守させる」例は確認できなかった。日本に
おいては，運営制度を破る参加者はごく少数で
あると考えられ，リーダーが遵守させるという
行為の必要性は相対的に低いと考えられる。
（5）熟議
熟議については，「熟議」という構成要素自
体を追加し，加えて，細目として，「構造化さ
れた真の熟議」を追加している。
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「構造化され
た真の熟議」
全主体
・あらゆる局面において，
すべての協働参加者がフ
ラットな立場で，常に協
働参加者間で熟議を重ね
ながら，プロジェクトの
意思決定をしてきた。
インタビュー
（田中部長）
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「構造化され
た真の熟議」
全主体
・すべての協働参加者が
自由な雰囲気で発言でき
る風土があり，常に（実
行委員会やその下の部
会，その他インフォーマ
ルな場を活用して）協働
参加者間で熟議を重ねな
がら，イベントの意思決
定をしてきた。
インタビュー
（小林理事長）
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両方の事例において，熟議が重ねられながら
意思決定がなされており，精緻化モデルの追加
部分が確認された結果となった。
（6）成果
成果における追加部分は，「政策パフォーマ
ンスの向上」，「公平な資源の分配」である。
亀岡カーボンマイナスプロジェクトについ
て，文献又はインタビューから関連部分を抜粋
すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「政策パフォー
マンスの向上」
亀岡市，立命
館大学・京都
学園大学・龍
谷大学
・クルベジ規格量のバイ
オ炭農地炭素貯留によ
り，年間目標1㌃あたり
500klの二酸化炭素削減
目標を達成
インタビュー
（田中部長）
クルベジ農家，
㈱マツモト
・クルベジ野菜の収益目
標年間3,000万円を達成
インタビュー
（田中部長）
「公平な資源
の分配」
全主体
・上述のとおり，どこか
1つの参加者の目標のみ
が達成されることはな
く，全ての参加者が各自
の目標を達成できるよう
配慮されていた。
インタビュー
（田中部長）
池袋モンパルナス回遊美術館について，文献
又はインタビューから関連部分を抜粋すると，
精緻化モデル
追加部分
文献又はインタビューの関連部分
引用元
主体 内容
「政策パフォー
マンスの向上」
全主体
・定量的な目標はない
が，行政単独でのイベン
ト開催と比較して，様々
な団体が参加し，その視
点が加わることにより，
イベントの幅が広がり，
街のにぎわいを創出でき
ている。また，池袋モン
パルナスという豊島区固
有の文化資源の継承・文
化の発展という目標も達
成できている。
インタビュー
（尾崎係長）
「公平な資源
の分配」
全主体
・どこか１つの参加者の
目標のみが達成されるこ
とはなく，全ての参加者
が各自の目標を達成でき
るよう配慮されている。
インタビュー
（尾崎係長）
両方の事例より，精緻化モデルの追加部分が
確認された結果となった。
６　おわりに
本論文では，小川（2019）により精緻化され
たAnsell & Gashの協働ガバナンスモデルの（精
緻化部分の）妥当性を亀岡カーボンマイナスプ
ロジェクトと池袋モンパルナス回遊美術館の事
例を用いて検証するとともに，事例研究により
協働における留意点を導出することを目的とし
てきた。
事例分析の結果，精緻化モデルのうち，亀岡
カーボンマイナスプロジェクト及び池袋モンパ
ルナス回遊美術館の事例から確認できた構成要
素のみを残すと，図２のとおりとなる。これら
が，本論文における事例研究の結果に基づく協
働プロセスの推進要因である。
信頼構築から「応答的，迅速」を，プロセス
のコミットメントから「法的な権能」を，制度
設計から「行政によるモニタリング」を，リー
ダーシップから「運営制度を参加者に遵守させ
る」を削除している。
また，両方の事例より，協働の留意点として，
①地域の風土として市民が力を合わせて協働の
まちづくりを進めるという土壌の重要性，②各
協働参加者が，それぞれの強み（得意分野）を
活かした役割分担を明確にし，合意することの
重要性，③全ての参加者が相互にWin-Winの
関係（貸し借りの関係）を構築することの重要
性，④地域に主役として前面に出てもらい，地
域をよくしたい，地域の中でアイデンティティ
を再確認したい，という想いを達成してもらう
ことの重要性，⑤スモール・ステップを踏むこ
との重要性，⑥参加者自身が議論してルールを
設定することの重要性が導出された。
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－ソーシャルキャピタルの醸成
－協働能力・実施能力の獲得
－知識獲得 → 信念の変化
・戦略計画
・成果の発見
対話
・誠実な交渉、双方向のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
成果
制度設計 ・参加の包括性
－利害のある個人・グループの代表を完全に包括
－多様な参加者を確保
－革新資産を有する参加者を確保
－高い教育レベル、スキル、資源を有する参加者を確保
－参加者数の適切な管理（協働当初は人数を制限）
・フォーラムの排他性
・明確な基本原則（手続・意思決定の公平性、個人の裁量）
・プロセスの透明性
リーダーシップ
（エンパワメントを含む）
水平的なネットワーク構築
・政策パフォーマンスの向上
・公平な資源の分配
・継続的な統合的リーダーシップ
熟議
・構造化された真の熟議
図２：事例研究による検証後の精緻化協働ガバナンスモデル
　出所：小川（2019）が精緻化した協働ガバナンスモデルを著者が更に精緻化
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